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ぴーかん

本号は本協会の役員改正に伴い、新体
制となり初めての「ぴーかんてらす」となり
ました。本年度は第30回を記念する長崎
県理学療法学術大会も控え、ますます県
民のお役に立てる理学療法士の活動を紹
介してまいりたいと思います。
詳しくは知って頂けてないかもしれな

い、理学療法士の専門性や、地域での活動
など、『知ってほしい』という初心を忘れず
に、これからも頑張りたいと思います。引き
続き、ご愛顧のほどよろしくお願いいたし
ます。

もっと理学療法士を知ってほしい

「理学療法士協会 広報誌」リニューアルに伴い、
理学療法士や市民のみなさまに向けたコーナー
も充実させていきたいと考えています。「ぴーかんてらす」へ情報を

お寄せ
ください!!

読者のみなさま

お便りの送り先
和仁会病院（担当：大石）FAX／095-837-1230　メール／nptakouhou@gmail.com

◎日常のうれしいできごと
◎日頃取り組んでいるリハビリにまつわること
◎私の○○自慢
…など、皆様からのさまざまなお便りをドシドシ
お寄せ下さい!!

ぴーかんてらすは、デジタルブックでも
ご覧になれます!
パソコンからの
アクセス
http://www.nagasaki-ebooks.jp/

ぴーかんてらす　理学

●nagasaki e-booksのサイトの右上の検索窓に
「ぴーかんてらす」と入力するとデジタルブック
ページにジャンプします！

●携帯・スマートフォンからの
アクセスは、右のQRコード
から！！
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もっと知ってほしい
小児領域の理学療法
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〒851-0103　長崎市中里町96番地

Physical Therapist

県民の皆様によりそった
“健康づくり”を目指して!!

本協会広報の「ぴーかんてらす」を、ご拝読ただ
きありがとうございます。また、平素より、本協会
の活動に際し、ご理解とご協力を賜り心より感謝申
し上げます。

本年度より、公益社団法人長崎県理学療法士協会
の第 6 代会長に就任いたしました大山盛樹でござい
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

私は塩塚前会長下で副会長を務めさせていただい
ておりましたが、会長職（代表理事）の任は格段に
身の引き締まる思いであります。誠心誠意、力の限
り頑張る所存であります。

 本協会は昭和 46 年５月に、16 名の理学療法士
で設立され、2021 年には設立 50 周年を迎えよう
としています（平成 30 年現在 1998 名）。私たち
長崎県理学療法士協会は、いつの時代もその時代と
社会のニーズに適応し、県民の皆様の幸せを願う職
能団体を目指し、「理学療法士の職業倫理の高揚を
図るとともに、理学療法の学術及び技能の向上を推
進し、もって県民の医療・保健・福祉の増進に寄与

する」ことを事業運営の主目的として現在も歩んで
います。

昨今の時代や社会より課されている私たちへの課
題は多岐にわたり山積しています。中でも、住み慣
れた地域で安心した生活を営むことを案ずる「地域
包括ケアシステム」、「県民の健康づくり」を支える
運動能の向上にも私たち理学療法士が寄り添いま
す。目前に迫る「2020 東京オリンピック・パラリ
ンピック」に関係する全国展開の事業にも参画いた
します。

他にもたくさんの大事な案件も抱えておりますが、
新組織において改編した「地域局」を最大限に機能
させ、県民の皆様の住み慣れた地域に密着するとと
もに、県市町の施策においては皆様に「わかりやすい」
明確な展開をして参りたいと考えております。

私たち長崎県理学療法士協会の「思い」を、この
広報紙「ぴーかんてらす」にて発信させていただき
ます。今後とも、ご愛顧いただき格別のご指導とご
鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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Go for broke
「当たって砕けろ」とギャンブル的に訳されることもりますが、『大きな成
功を得るために全てを賭けてやる』という意味合いがあります。そのため
に、“全力で立ち向かう”、“最後までとことんやる” という自分を励ます言
葉です。私もこのフレーズに助けられ、生かされていると感じています。
これからも皆様の支えとともに、全力で立ち向かいます。

2018長崎県民健康まつりin県立総合体育館（2018年9月1/2日）にて

新会長就任の挨拶



小児領域の
理学療法

もっと知ってほしい
特集

ぴーか
ん

同じ疾患だからといって全く同じ発達過程を
踏むわけではなく障がい状況に応じた発達を促し
「成功体験」を多く積むことを支援し、対象となる
小児の「やりたいこと」「できること」を把握し、
ご家族の不安や悩みを目標に置き換えられるように……

小
児
領
域
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ハ
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リ
テ
ー
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ン
と
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　確
定
診
断
後
、乳
児
期
、幼
児
期
、学
齢
期
、

成
人
期
と
時
期
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
小
児
や

ご
家
族
、関
係
者
の
方
々
の
不
安
は
様
々
で
す
。

　そ
の
不
安
に
、よ
り
的
確
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、作
業

療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、保
健
師
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理
士
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会
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祉
士
、保
育
士
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装
具
製
作
業
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育
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関
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門
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せ
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だ
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な
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力

ご
家
族
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協
力
と

社
会
の
理
解

　小
児
領
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し

て
特
異
な
領
域
で
は
な
く
、ご
家
族
の
協
力
、

社
会
の
理
解
な
く
し
て
小
児
領
域
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　人
と
し
て
の
個
性
と
、障
が
い
の
特
性
の
中

で
成
長
し
て
い
く
姿
を
、多
く
の
方
々
で
見
守

り
、声
か
け
し
、子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
。県

民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
領
域
に
つ
い
て
、少
し
で

も
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
願
し
て

い
ま
す
。

　昨
年
あ
る
新
聞
に
、「
バ
ギ
ー
」を
使
用
し
て

い
た
子
と
そ
の
家
族
が
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
際
に
、「
車
内
が
込
み
合
っ
て
き
た
の
で

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
た
た
ん
で
く
だ
さ
い
、子
ど
も

は
抱
っ
こ
し
て
く
だ
さ
い
」と
注
意
さ
れ
た
と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
バ
ギ
ー
」と
は
自
分
で
歩
く
こ
と
が
難
し

く
、市
販
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
は
坐
る
姿
勢
を
保

つ
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る
福
祉
機

器
で
、親
が
子
ど
も
を
抱
き
移
動
す
る
に
は
限

界
が
あ
り
、バ
ギ
ー
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
別
物
に

な
り
ま
す
。
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　正
常
発
達
で
な
く
て
も
、
そ
の
子
の
独
自

の
発
達
過
程
が
あ
り
ま
す
。
発
達
は
身
体
機

能
、
認
知
機
能
、
生
活
環
境
、
関
わ
る
方
々

な
ど
様
々
な
要
素
の
中
で
促
さ
れ
て
い
く
も

の
で
す
。

 

　　理
学
療
法
で
は
、
対
象
と
な
る
小
児
が
少

し
で
も
自
分
の
意
思
で
体
を
動
か
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
を
ほ
ぐ
し
、
痛

み
を
緩
和
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
寝
返
る
、
坐

る
、
立
つ
な
ど
体
の
使
い
方
の
学
習
を
促
し

ま
す
。
よ
り
楽
な
姿
勢
、
よ
り
活
動
し
や
す

い
姿
勢
を
模
索
し
、
装
具
や
車
椅
子
を
検
討

す
る
な
ど
、
対
象
と
な
る
小
児
に
応
じ
た
発

達
を
促
す
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
年
齢
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
坐

る
、
立
ち
上
が
る
、
移
動
す
る
な
ど
動
作
能

力
が
向
上
す
る
児
も
い
る
反
面
、
体
が
硬
く

な
る
、
変
形
が
増
す
、
立
ち
に
く
く
な

る
、
な
ど
身
体
状
況
に
変
化
が
出
て
き
ま

す
。
生
活
環
境
も
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
と
変
化
し
、
触
れ
合
う
人
の
顔
ぶ
れ
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　対
象
と
な
る
小
児
の
身
体
状
況
や
支
援
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
に
関
わ

る
方
々
と
情
報
共
有
を
図
る
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

小児領域の理学療法の対象
脳原性疾患（脳性麻痺・脳炎後遺症・てんかん、など）
脊髄疾患（二分脊椎・脊髄炎後遺症、など）
染色体異常（ダウン症、など）
整形疾患（ペルテス病、骨形成不全、など）
運動発達の遅れなど

ゆ
っ
く
り
坐
れ
る
よ
う
に
股
関
節
を
開
く
装
具
を

着
用
し
て
い
る
様
子
。

座
面
は
お
尻
と
太
腿
の
形
に
合
わ
せ

た
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
用
。

坐
る
た
め
に
ど
こ
に
力
を
入
れ
、
姿
勢
が

崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
体
を
使

え
ば
良
い
の
か
、
ど
の
機
能
を
伸
ば
し
、
ど

こ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
れ
ば
も
っ
と
歩
き

や
す
く
な
る
の
か
、
ど
こ
の
緊
張
を
緩
め
る

と
も
っ
と
楽
に
呼
吸
が
で
き
る
の
か
色
々
な

側
面
か
ら
評
価
を
し
ま
す
。

小
児
が
発
す
る
反
応
（
視
線
、
表
情
、
声

質
、
力
の
入
れ
方
等
々
）
に
は
必
ず
意
味
合

い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
理
学
療
法
士
は
、

そ
の
小
児
と
向
き
合
い
「
や
り
た
い
こ
と
」

「
で
き
る
こ
と
」
を
探
し
、
支
援
す
る
方
法

手
段
を
考
え
る
こ
と
が
楽
し
く
、
少
し
で
も

目
標
に
近
づ
け
た
と
き
関
係
者
全
員
で
喜
び

を
共
感
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

ご
家
族
と
と
も
に
育
児
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
魅
力
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

す
わ

福祉機器の使用場面

も
っ
と
地
域
社
会
全
体
に

小
児
領
域
へ
の
関
心
が
深
ま
り
ま
す
よ
う
に

姿勢、動作を補助する装具や福祉機器は、小児の
「やりたいこと」を達成するために必要不可欠な体
の一部となります。

編集協力：兼俵敬太氏（理学療法士）
所属：長崎県立こども医療福祉センター
写真は、ご家族ならびに関係者様の了承を得て
使用しております。ご協力ありがとうございます。

立位台

歩行器

バギ
ーを
使用す

る小児

あ
と
が
き
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大手企業であるダイハツ工業は高齢者の事故低
減に向け、産官学民が連携して行う『地域密着プロ
ジェクト』事業を三重県を皮切りに行っています。

本年度は長崎県初開催となり長崎県理学療法士
協会とダイハツ工業がコラボレーションすることと
なりました。

平成30年6月28日、大塔町のダイハツ長崎販売
所にて開催されました。参加者は50～80歳代の
18名で、マスコミ各社も多く駆けつける程の注目あ
る事業となりました。

JAFの取り組みとしては運転姿勢・死角の確認、

ダイハツ販売はスマートアシスト、日本赤十字は疾患
の知識と予防講座、そして長崎県理学療法士協会
は、各種体力測定と注意力検査を実施、その後それ
に基づく運動指導を20分行い、ストレッチと筋トレ
の効果と重要性を体験して頂き、大盛況のうちに終
了しました。

今回このように企業や他職種との連携を経験さ
せて頂けた事は新鮮であり、理学療法士として地域
活動に参加できたことは、大きな財産となりました。
今後も理学療法の啓発運動を行い社会へ貢献でき
るよう活動していきたいと考えています。

長崎県初! 大手企業ダイハツ工業との
『地域密着プロジェクト』

佐世保大塔店で開催

共同事業による様々な可能性（イメージ）

生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加を促進する社会資源としての機能

地域における重要な移動手段の一つ
「車」に焦点を当てて

産官学民が連携して行う事業

地域密着プロジェクト

理学療法士の強み

『 産・官・学・民 』で「まちづくり」を考える

●サロンの場
●移動サービス、
  ケアマネジメント
●市町村の新地域
  支援事業にも

ダイハツ
＆

理学療法士

運転前点検体操

評価
●体力測定
●転倒の危険性
●運転身体機能
●乗車動作 など

相談コーナー
●痛みの相談
●生活アドバイス
●運動指導
●動作指導
●体操指導

イキイキとした
生活・地域づくり

健康
増進

ボランティア
募集中

共用移動サービス

いくつになっても
車に乗れる、運転できる
からだづくりへ

肩こ
り

腰痛

転倒が

心配

事故が

心配

体力が
心配

心配ごと
予防の拠点と地域の足

住民
社会福祉協議会
まちづくり協議会
自治会

県・市町行政

日本理学療法士協会
長崎県理学療法士協会

民民 官官

産産

健康安全
運転講座

学学

運動
する

運動
しない

医学的知識　+　動作のスペシャリスト

運転行動の3要素

認知
視覚、聴覚などによって
周りの状況を把握

判断・予測
認知した結果に基づき、
どのように行動するべきか決定

操作・行動
認知と判断に基づいて、
具体的な運転操作

ググッ

止まらなきゃ

信号が赤だ。

活動報告者
理学療法士協会理事　
社会事業局長　
重松　康志

医療法人雄人会　
三川内病院　
家永　敏克

外出の機会をサポートして、
地域の活性と健康を促進する！
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企業と理学療法士協会の密接な関係により
県民（地域）の課題を解決に導く！

ダイハツ社
●トヨタの完全子会社化
　（ダイハツブランドの主体的価値向上）
●高齢化に伴う国内市場の縮小化への対応
　（地域における認知率の向上・顧客満足度向上）

製品・サービス提供により、経済価値も
社会価値も同時に生み出そうという考え方

理学療法士協会
企業との公益性の高い協働事業のあり方を
検討し、新たに地域包括のモデル事業を
企画・参画する絶好の機会

プロジェクト
の方向性

いくつになっても車を安全に運転できる、いつまでも車に乗れる元気な地域づくり

車社会を通して外出できる機会を創出する

三方良しの商売

公益性・持続性の高い協働事業
人・お金・サービスが循環する事業

県民　+　地域企業　+　理学療法士協会

社会課題の解決と企業の利益、競争力向上を両立させ、
社会と企業の両方に価値を生み出す取組み

CSV
（Creating Shared Value：共益の創造）

地域

住　民

理学療法士協会 企　業

T o t a l  W i n

ダイハツ共同事業をキッカケに
ソフト・ハード面の整備・ノウハウの構築

行政

見た目に騙されてる！？

皆さんは「肥満」という言葉はご存知だと思います。では、具体的にど
んな状態を肥満と言うのでしょうか？見た目がそうでない人でも当てはまっ
てしまう方もいらっしゃいます。肥満に該当する人は平成 28 年の厚生労
働省の調査によると、男性は31.3％、女性は20.6％が肥満と言われており、
生活習慣病のリスクとしても取り上げられています。
そこで今回は肥満について紹介させていただき、生活をもう一度見直す

きっかけとなればいいなと思っています！！

肥満のタイプがある！
皮下脂肪型肥満：腰まわりや太ももな
ど下半身を中心に皮下脂肪が多く溜
まっているものの内臓脂肪は少ない。

内臓脂肪型肥満：肉の内側の腹腔内に
脂肪が多く蓄積する。糖尿病・高血圧・
脂質代謝異常などを発祥する確率が高
くなる。

どういう状態を肥満というの？
体脂肪を過剰に蓄えた状態

をいいます。しかし、直接体
脂肪量を計るのは難しいため、
体格指数（BMI）という指数
で判定されています。

体格指数（BMI）の計算式

例えば、身長 155cm、体重 50kgの人の場合
　　50÷（1.55×1.55）＝20.8
BMIが 25.0 以上だと肥満と判定されます。

肥満の予防・治療

まずは、栄養バランスを考えた食事をとり、
間食やお酒などの量を調整してみましょう。
また、食事と併せて運動を継続的に行う

ことが大切です。脂肪を減らしたいときは有
酸素運動を！！

参考：厚生労働省ホームページ

皮下脂肪型
肥満

（洋ナシ型
肥満）

内臓脂肪型
肥満

（リンゴ型肥満）

BMI（数値の範囲）
18.5 未満
18.5 ～ 24.9
25.0 ～ 29.9
30.0 ～ 34.9
35.0 ～ 39.9
40.0 以上

（肥満度）判定
やせ
普通

肥満 1度
肥満 2度
肥満 3度
肥満 4度

体重÷（身長×身長）
（kg） （m） （m）

一番は「エネルギー摂取（食事）と消費（運動）のバランス改善」です！！
注意してください！
ダイエットと聞くと食事量

を減らせばいいと思われがち
です。しかし、極端な食事制
限だけでは長続きしない上、
栄養も偏り筋肉や骨も減って
しまいます。また、無理して
食べないことが精神的にも悪
影響を与えます。

有酸素運動についてもう少し詳しく知りたい方は、ぴーかんてらす
第 5号の健康テラス「ウォーキング」について読んでみてください！

ウォーキング、ジョギング、
水泳、水中ウォーキング、
サイクリングなど

有酸素運動の例

※本特集の図、イラストは日本理学療法士協会、三重県理学療法士会の資料を参考に編集させて頂いております

地域への貢献

長崎県初! 大手企業ダイハツ工業との
『地域密着プロジェクト』
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今回、「Progress―未来の働き方の可能性を拡げる―」
をテーマに長崎県理学療法学術大会を開催しました。

基調講演では株式会社アンプリワイズ代表取締役の山
内義崇氏が「産業保健の可能性」について講演いただき
ました。

日韓国際交流講演では釜山広域市物理治療士会　副会
長 HAN Ok Cheon 氏が韓国の産業理学療法の現状や具
体的な評価指標の紹介、介入方法について講演しました。

後半は名誉会長　LEE Geun Hee 氏・会長の YANG 
Ki Wan 氏も加わった 3 名で、参加者とディスカッション

を行い、会場からは多くの質問も出ていました。
県民公開講座では、スポーツクラブ内村の内村周子氏・

motto　Assist の能由美氏を講師に迎え、「理学療法を
必要としている方との向きあい方」についてのアドバイス
をいただきました。

今大会では、一般の方が理学療法士に運動や痛みに関
することなどの質問、相談が気軽にできる「県民相談コー
ナー」を設けました。

会場では演題発表（口述 48 演題、ポスター 20 演題）
が行われ、立ち見も出るほどの盛況ぶりでした。

産業保健あるいは産業衛生概
念における就労者の職業に関連
する健康増進と労働災害、職業
病などの予防を目的とする学術
的・実践的領域を補完すること。
特に、職業性腰痛予防、生活習慣
病予防、労働災害予防等に関す
る理学療法の知識と技術の普及
と啓発に努める。 

経験年数の若い理学療法士（3年目以下）を対象に、発
表の経験を積むことを目的とした会です。今回は長崎県内
全域を対象に開催をさせていただきました。各施設の特色
や活動についてポスター形式で発表を行い、参加者による
投票にて優秀プレゼン施設の表彰を実施しました。

発表者として参加した若い理学療法士にとっては自分
の職場について改めて知る良い機会になったと思います。
また、参加施設の対象地域を県内全域としたことや、病院

に限らず介護サービスを提供する施設なども参加してい
ただいたことで、普段なかなか関わることがない他施設と
の交流や情報交換を図ることができ、急性期・回復期・生活
期の連携に向けた意識付けにもなったのではないでしょう
か。今回の取り組みでは、学会会場にポスターを展示した
ことで同会での県民公開講座に参加された方々にも各施
設の情報を提供でき、地域への発信の場にもなったかと思
います。

平成31年1月19日（土）20日（日）の2日間、長崎大学医学部記
念講堂、良順会館、ポンぺ会館にて第30回長崎県理学療法学術
大会を開催する運びとなりました。

長崎県理学療法学術大会も今回で第30回を迎え節目の年とな
ります。この30年間で理学療法学も飛躍的な進歩をとげ、専門分
化も進んでおります。しかし、その一方で少子高齢化の急速な進
行に伴う地域包括ケアの推進により、社会が我々に求めるスキル
もある一つの疾患に偏ったものではなく、幅広い知識と技術に
なってきている現状もあります。このように我々を取り巻く環境
は大きく変化しており、新しい時代に沿った理学療法展開が求め
られています。理学療法士の現状を整理し、新時代に即した理学
療法展開について考える機会としたいと思います。

実り多き学術大会となりますよう、運営委員・準備委員一同協
力して準備を進めてまいります。

第29回長崎県理学療法学術大会in 時津 

Progress
日時：平成30年2月24（土）・25日（日）　会場：とぎつカナリーホール
報告者：第29回長崎県理学療法学術大会　大会長　大木田治夫

日時：平成30年2月24日（土） 10：00～12：00　会場：時津カナリーホール（学術大会のプレイベントとして開催）
形式：ポスター発表　参加人数：62名（内訳：発表者17名、参加者※45名）
報告者：増村　広志

平成29年度 職場対抗新人戦！！ うち自慢甲子園 活動報告

発表施設：14施設（順不同）
佐世保中央病院、長崎北徳州会病院、燿光リハビリテーション病院、春回会クリニック通所リハビリ、ナーシングケア横尾、
井上病院、長崎リハビリテーション病院、上五島病院、柿添病院、コスモスガーデン桜の里、百合野病院、和仁会病院、
掖済会病院、長崎北病院

第30回記念長崎県理学療法学術大会が開催されます！

禅の世界の言葉で、「脚下を看よ＝足もとを見よ」
という意味になります。『「現実」を見据えて、まさ
に足もとから着実に一歩ずつ前に進んでいくことが
最も重要だ』という意味だと解釈しています。

大会事務局　
社会医療法人長崎記念病院リハビリテーション部
〒851-0301 長崎市深堀町 1-11-54　
TEL：095-871-1515　FAX：095-871-1510
E-mail：30th.npta.jimukyoku@gmail.com

開会式で挨拶をする大木田学会長 山内氏による基調講演

県民公開講座での内村氏・能氏 県民相談コーナーを設置

―未来の働き方の可能性を拡げる―

産業理学療法とは？

看 脚 下とは？
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Active Report!

人の希望をささえるひとになる。
Department of Physical Therapy
理学療法学科一部 昼間部

P
T

Department of Speech Therapy
言語療法学科

S
T

Department of Occupational Therapy
作業療法学科

O
T

Department of Physical Therapy
理学療法学科二部 夜間部

P
T

学校法人　向陽学園

長崎リハビリテーション学院
〒856-0048　長崎県大村市赤佐古町42番地

フリーダイヤル 0120-635-636
検　索長崎リハ学院

学院キャラクター「はぴリス」

学校見学会　随時受付中！
〒850-0822　長崎市愛宕1丁目36-59 TEL. 095-827-8868 FAX. 095-827-8335

心 を 繋 ぐ  医 療 を 学 ぶ
PT

「身体の動き」を向上させるリハビリテーション

理学療法学 科 Physical 
Therapist Course

OT
「こころ」と「からだ」のリハビリテーション

作業療法学 科 Occupational 
Therapist Course

4 月 30 日に、長崎ブリックホールで「元気がいちばんたい！健康祭り～ 5 大がん検診・健康チェック大集合～」
が開催され、私たち長崎県理学療法士協会も、市民に向けて啓発活動を実施しましたので、報告します！

長崎市民の健康増進を目的に開催された「元気がいちば
んたい！健康祭り～ 5 大がん検診・健康チェック大集合～」
に、長崎県理学療法士協会会員 14 名で参加しました。「が
ん検診、各種健康チェック、栄養・禁煙・お薬などの相談、
薬剤師体験、ノルディックウォーキング体験、ラジオ体操」
といった様々な分野のブースがある中、私たちは理学療法
士という職業に加え「ロコモ」という概念の啓発を図るとと
もに、ご自身の運動機能を知っていただき、運動のきっか
けになるよう「ロコモ度テスト」を出展し、体力測定を実施
しました。内容は例年実施している握力、立ち上がり、2 ス
テップテストを評価項目とした筋・運動機能の測定を行い
ました。そして、測定結果をランキングボードに掲示すると
ともに参加者に対してフィードバックを実施しました。

今回の来客者は女性 158 名、男性 32 名の合計 190 名
であり、特に 60 代～70 代の活動的に余暇を楽しむ女性が
多くみられました。測定結果は個々人の生活背景により
様々でしたが、自身の健康についてや実際に生活の中で
行っている運動内容が適切なのかという点において熱心に
質問される方が多く、理学療法士としての役割の重要性を
再認識することができました。一方で、限られた時間の中で
評価結果や生活背景をもとに、いかに個別化したフィード
バックを行い、運動のきっかけや継続に繋げることができ
るかという点は、難しさを感じ、私たちにとっても今後考え
るべき課題の一つになったように思います。

私たち理学療法士協会は、今後もこのような事業を通し
啓発を図りながら、地域の方々の健康増進に少しでも寄与
し、私たちも成長していきたいと思っております。

報告者：梅本　愛

平成 30 年 5 月 30 日に県庁福祉保健部に 9 名の本会役員
が長崎県福祉保健部に出向き、本協会の役割・事業につい
て報告し、県・市町の各自治体における活動について懇談し
てまいりました。

県保健福祉部から各担当課より 7 名に出席いただき、今後
の理学療法士に期待すること、お互いに協力して実現すべく
地域包括ケアシステムや、県民の健康づくりならびにヘルスプ
ロモーションへの貢献について協議できました。

特に、地域ケアシステム構築に向けた、リハビリテーショ
ン専門職への期待は大きく、介護予防、地域ケア会議への
積極的な参画により地域と一体になった活躍へ向けた協力と

継続した議論の必要性を共有しました。また、本協会として
も継続して協力しているスポーツ分野の活動の話題から、県
民の健康づくり、ヘルスプロモーションへの参画への期待や
可能性についても協議できました。

元気がいちばんたい！
春の健康祭り

日時：平成30年4月30日（土） 10：00～15：30
場所：長崎ブリックホール
参加人数：約200名

［長崎地区活動報告］

オレンジ色
輝く

ポロシャツ
が理学療法

士です！！

～本会の事業内容等報告と今後について～
日時：平成 30 年 5 月 30 日（水）
会場：長崎県庁福祉保健部

県庁懇談会 役員行動

研修会

啓発活動

 理学療法士講習会
「スポーツ理学療法」

日時：平成 30 年 8 月 19 日（日）　10:00 ～ 17:00
会場：長崎医療技術専門学校
講師：大石　勝規（和仁会病院、本協会理事）

夏休み真っ盛りの、晴天の日曜日に『スポーツ理学療法』を
テーマに研修会が開催されました！参加者の約1/3が県外から
も参加されており、会場の熱意も十分となりスタートしました。

ラグビートップリーグでの専属理学療法士としてトレーナー
経験を持ち、本協会の理事を務める大石氏を講師に、実技を中
心とした研修会が開かれました。会に先立ち、2020年東京オリ
ンピック・パラリンピックに向けた日本理学療法士協会の人材
育成や組織作り、社会貢献への取り組みについて、理学療法士
の研鑽や活躍に期待がかかっていることを共有しました。

午前中は理学療法士がスポーツ現場に出向く心得ておくべ
き、重傷外傷への対応と外傷発生時の初期対応、応急処置な
どの基本についてデモンストレーションを踏まえて説明があり
ました。脳震盪の基礎知識や危険性とスポーツ復帰の考え方
についてや、頸椎損傷等の重傷外傷の疑いがある際の搬送法
などを現場さながらの臨場感を共有できるようにデモンスト
レーションがありました。

午後の時間は、下肢・上肢の代表的なスポーツ外傷に対す
る、運動療法の実践として演者が日頃から注意を払っている

指導方法や難しさについて実技を踏まえて話がありました。
明確な目標（期待する効果）設定のもと、どのような目的を
もって理学療法士が運動を指導すべきであり、対象となる患
者やスポーツ選手に実践していただける説明や共通認識の難
しさを再確認できる内容となりました。

重症外傷や緊急事態の冷静な対応を身に着けるべく、しっ
かりとした知識の整理と心の準備の重要性と、日頃の運動療
法指導場面で意識すべき基本的な考え方や応用的な指導法、
テーピング方法の実践にまで内容は多岐にわたり、理学療法士
の基本に立ち返ることのできる研修会となりました。

協会活動の紹介
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（公社）長崎県理学療法士協会 広報誌

編 集 後 記

発　　　行 公益社団法人 長崎県理学療法士協会
  〒850-0874 長崎市魚の町１番23号フォーレ長崎203号
 E-mail： nptajimukyoku@gmail.com
発行責任者 大山　盛樹
編　　　集 西　啓太
印　　　刷 株式会社　インテックス

P- can
Terrace

ぴーかん

本号は本協会の役員改正に伴い、新体
制となり初めての「ぴーかんてらす」となり
ました。本年度は第30回を記念する長崎
県理学療法学術大会も控え、ますます県
民のお役に立てる理学療法士の活動を紹
介してまいりたいと思います。
詳しくは知って頂けてないかもしれな

い、理学療法士の専門性や、地域での活動
など、『知ってほしい』という初心を忘れず
に、これからも頑張りたいと思います。引き
続き、ご愛顧のほどよろしくお願いいたし
ます。

もっと理学療法士を知ってほしい

「理学療法士協会 広報誌」リニューアルに伴い、
理学療法士や市民のみなさまに向けたコーナー
も充実させていきたいと考えています。「ぴーかんてらす」へ情報を

お寄せ
ください!!

読者のみなさま

お便りの送り先
和仁会病院（担当：大石）FAX／095-837-1230　メール／nptakouhou@gmail.com

◎日常のうれしいできごと
◎日頃取り組んでいるリハビリにまつわること
◎私の○○自慢
…など、皆様からのさまざまなお便りをドシドシ
お寄せ下さい!!

ぴーかんてらすは、デジタルブックでも
ご覧になれます!
パソコンからの
アクセス
http://www.nagasaki-ebooks.jp/

ぴーかんてらす　理学

●nagasaki e-booksのサイトの右上の検索窓に
「ぴーかんてらす」と入力するとデジタルブック
ページにジャンプします！

●携帯・スマートフォンからの
アクセスは、右のQRコード
から！！

PT

08
【通算125号】
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ぴーかん
特集1

もっと知ってほしい
小児領域の理学療法

p2 ／

〒851-0103　長崎市中里町96番地

Physical Therapist

県民の皆様によりそった
“健康づくり”を目指して!!

本協会広報の「ぴーかんてらす」を、ご拝読ただ
きありがとうございます。また、平素より、本協会
の活動に際し、ご理解とご協力を賜り心より感謝申
し上げます。

本年度より、公益社団法人長崎県理学療法士協会
の第 6 代会長に就任いたしました大山盛樹でござい
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

私は塩塚前会長下で副会長を務めさせていただい
ておりましたが、会長職（代表理事）の任は格段に
身の引き締まる思いであります。誠心誠意、力の限
り頑張る所存であります。

 本協会は昭和 46 年５月に、16 名の理学療法士
で設立され、2021 年には設立 50 周年を迎えよう
としています（平成 30 年現在 1998 名）。私たち
長崎県理学療法士協会は、いつの時代もその時代と
社会のニーズに適応し、県民の皆様の幸せを願う職
能団体を目指し、「理学療法士の職業倫理の高揚を
図るとともに、理学療法の学術及び技能の向上を推
進し、もって県民の医療・保健・福祉の増進に寄与

する」ことを事業運営の主目的として現在も歩んで
います。

昨今の時代や社会より課されている私たちへの課
題は多岐にわたり山積しています。中でも、住み慣
れた地域で安心した生活を営むことを案ずる「地域
包括ケアシステム」、「県民の健康づくり」を支える
運動能の向上にも私たち理学療法士が寄り添いま
す。目前に迫る「2020 東京オリンピック・パラリ
ンピック」に関係する全国展開の事業にも参画いた
します。

他にもたくさんの大事な案件も抱えておりますが、
新組織において改編した「地域局」を最大限に機能
させ、県民の皆様の住み慣れた地域に密着するとと
もに、県市町の施策においては皆様に「わかりやすい」
明確な展開をして参りたいと考えております。

私たち長崎県理学療法士協会の「思い」を、この
広報紙「ぴーかんてらす」にて発信させていただき
ます。今後とも、ご愛顧いただき格別のご指導とご
鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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Go for broke
「当たって砕けろ」とギャンブル的に訳されることもりますが、『大きな成
功を得るために全てを賭けてやる』という意味合いがあります。そのため
に、“全力で立ち向かう”、“最後までとことんやる” という自分を励ます言
葉です。私もこのフレーズに助けられ、生かされていると感じています。
これからも皆様の支えとともに、全力で立ち向かいます。

2018長崎県民健康まつりin県立総合体育館（2018年9月1/2日）にて

新会長就任の挨拶


